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事業者排出量削減報告書
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巣柿 電球製造粟（２９４１）

該当する事焚行
典件 ｐル〔都府地球MA暖化対東条例施i｢｣UⅡⅡ第10条第１｢)該当事巣fｆ（人IU桃エネルギー便111事藁ｆｆ〈原illIに換算して1.500キロリットル以上））
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〕Ｋ水方針

'k産機器．零MH1投備等に便jllする麺ﾉﾉ、ガス等のエネルギーの１１ﾘjlIii及び効蠣的な便ⅡIにjli(り組む。

推進体制
省エネルギー菱11会の投圃と火施filIlhiの箙疋、Ⅱ例の進捗管1MシステムのWi簗

環境マネジメントシステム名称 ISO'4001（JACO） 
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それがCO2削減には働いているが、エネルギーの使用効率が悪くなり、大きく原単位を悪化させているのが現状
今鐙中､＿宮左塁エェルギー碑U田の舎函化主堆数十渓か齢毎拍エーヵー１－トヱハごｍ同呈エルニ峰窒Ｐ－ｎ､年士十
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上記の、自己評価と同じ

.Ｈ20は59.58億円・Ｈ２1年は22.8億円（省ｴﾈ法定期報告轡での生産高を使用）
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地球温暖化対策
に資するⅡ:会1.1
献活ﾖル

･京都モテルフオレスト運動として京都大江町「毛原の森」森林保全活動を今年も実施し、Ｈ21年６月１１日森林吸収量計算書により
０．９ｔのCO2削減効果を承認していただきました。（森林吸収量計算書を添付します）
本年度も引き練き課林保全活動を継続していきます。

符，氾事Ⅲ

､我社の基幹B/L事業の再綱成で海外工場に移管。
CO2削減は計画に対して達成しているが、今後はエネルギーの使用は横ばいの予測。
･CO2排出量も2,004tと激減し、本年度から省エネ法でいうｴﾈﾙｷﾞｰ管理指定工場から除外される予定です


